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【特許】	 

【総説・解説】	 

	 

【著書】	 

 
1 

 
1 

 
総説	 メタン活性化-電子状態理論からのアプローチ- 触媒55巻3号 
 
山口兆, 増田秀樹, 榊茂好編、塩田淑仁, 吉澤一成、三共出版、錯体化学選書１０	 
金属錯体の量子•計算化学、2014、529ページ、（３章	 “金属錯体の構造、反応性お
よび生物無機化学反応”195-318ページ） 

【招待講演】	 

	 

1 
 

2 
 
 

3 
 

4 

	 密度汎関数理論による触媒・酵素反応へのアプローチ、第２回物質合成シンポジウ

ム、2007年1月15日、京都	 

理論化学は酵素反応をどこまで明らかにできるのか？-数原子のモデルから数万原子

の現実系への拡張、第46回日本生物物理学会、2008年12月3日〜12月5日、福岡	 

	 金属錯体のスピン交差に関する理論的研究、九重分光セミナー2010、2010年7月30

日、大分	 

	 高原子価金属オキソ種の電子状態とその反応性に関する量子化学計算、第６回稲盛

フロンティア研究講演会、2011 年１月５日、福岡	 

【競争的資金取得

状況】	 
1	 

	 

2	 

	 

3	 

	 

4	 

	 

	 

5	 

	 

	 

6	 

	 

7	 

	 

8	 

分担	 大規模密度汎関数計算による生体化学反応へのアプローチ、○吉澤一成、塩

田淑仁、科学研究費基盤研究(B)、2002年度-2004年度、10,700千円	 

分担	 量子化学計算による生物無機化学の新たな展開、○吉澤一成、塩田淑仁、科

学研究費基盤研究(B)、2006年度-2008年度、14,900千円	 

代表	 銅タンパク質による酸素活性化と量子化学計算の新展開、○塩田淑仁、科学

研究費若手研究(B)	 2009-2012、4,160千円	 

分担動的キラリティー制御を基盤とする新規キラルシステムの開発：らせんダイナ

ミクスと分子素子機能、○古野裕史、塩田淑仁、五島健太、九州大学G-COEプログラ

ム科研費、2009年度、1,500千円	 

代表	 	 バイオフォトニクスのためのホローファイバの構造設計と機能制御、○塩田

淑仁、徳田陽明、京都大学化学研究所（化学関連分野の深化・連携を基軸とする先

端・学際研究拠点）、2010年度、1,200千円	 

分担量子化学計算による人工変異酵素の設計と反応制御○吉澤一成、塩田淑仁、蒲

池高志、科学研究費基盤研究(A)	 2010年度-2014年度、38,090千円	 

代表	 酵素触媒反応の原動力となる金属活性種と量子化学計算の新展開、○塩田淑

仁、科学研究費基盤研究(C)	 2013 年度-2015 年度、4,100 千円	 

代表	 鉄と銅を基軸とした酸素活性化触媒の理論研究、○塩田淑仁、科学研究費基

盤研究(C)	 2016 年度-2020 年度、4,550 千円	 

【研究分野】	  	 理論化学	 計算化学	 触媒化学 
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